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１．組織の概要

 【 会社名 】 株式会社　砂塚製作所

　

 【 代表者 】 代表取締役　　　　砂塚　和宏

 【 所在地 】 本社

群馬県みどり市笠懸町久宮398－8

TEL  0277-76-0591

FAX  0277-77-0411

 【 環境管理責任者 】 　　砂塚　和宏

 【 事業の規模 】 2020年度　（2020年8月～2021年7月）

売上高　 208百万円

延床面積 本社　1930.95㎡

従業員数 20人

 【 事業内容 】

自動車用金属部品製造業

（丸鋸切断機、NC旋盤、マシニングセンタ等を

使用し金属加工を行う量産部品メーカー）

２．対象範囲

全組織・全活動

－2－



３．環境経営方針

理　念
株式会社　砂塚製作所は、お客様や社会から信頼と満足をされる

自動車の部品加工製品を提供するにあたり、環境と調和した企業活動

を行い、循環型社会の実現に貢献します。

1 ． 環境経営に積極的に取組むために、環境経営システムに取り組み、

環境関連の法令、条例等を遵守すると共に、地域・業界・顧客の環境関連

要求事項に配慮し、継続的な環境活動の改善を図ります。

2 ． 環境への取組として、環境目標及び行動計画に下記の重点項目を定め

環境方針に整合した活動を行います。

１）電力及び燃料使用の省エネルギーに取り組み、二酸化炭素排出量の

削減を推進

２）再生資源の利用・廃棄物の分別に取り組み、廃棄物排出量の削減を推進

３）現場・作業場の用水利用の管理に取り組み、排水量・水使用量の削減を

推進

４）化学物質使用量の削減を推進

５）製品の不良率の低減を推進

3 ． この環境方針を全従業員に周知し、環境保全への意識の向上に努めます。

改定日　令和1年8月１日

　　　株式会社　砂塚製作所

方針

代表取締役 　砂塚　和宏
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４．環境経営目標

審　査 作　成

社長 砂塚

電力の二酸化炭素排出係数（調整後）0.407(kg-CO2/kWh)ウエスト電力を使用

1． 2%削減 1%削減

256,177 -

kg-CO2 kg-CO2

1-1 2%削減 1%削減

512,354 -

kWh kWh

1-2 2%削減 1%削減

2,847 -

Ｌ Ｌ

2． 2%削減 1%削減

4,621 -

Ｋg Ｋg

3. 2%削減 1%削減

水使用量の削減 313 -

㎥ ㎥

4.

0.24 0.24

％ ％

＊化学物質の使用はありません

環境目標

二酸化炭素排出量の
削減

廃棄物排出量の削減

基準（実績） 年度目標

1.5%削減

2,861

Ｌ

261,385

1.5%削減

257,464

kg-CO2 kg-CO2

1.5%削減

中期目標

2019年度 2020年度

2021年度
2022年度

（2021年実績
に対し）

通年

2019年8月
　～2020年7月

通年

2020年8月
　～2021年7月

電力使用量の削減
(1)

自動車燃料使用量の
削減

製品の不良率低減

2,905

Ｌ

522,770

kWh

319

㎥

Ｋg

514,928

kWh

1.5%削減

4,715 4,644

Ｋg

1.5%削減

314

㎥

％ ％

0.26 0.25
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５．環境管理体制

代表取締役

環境管理責任者

環境事務局

全従業員

改定　2018年10月1日

リーダー
平川　純

・ 環境経営目標・環境経営計画書を承認

代表取締役
砂塚　和宏

環境管理責任者
砂塚　和宏

ＥＡ２１環境事務局
天笠　聡子

リーダー
嶋田　明広

リーダー
清水　悠二

役割・責任・権限

・ 環境経営に関する統括責任

・ 環境管理責任者を任命

・ 環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・ 環境関連法規等取りまとめ表の作成

・ 代表者による全体評価と見直し・指示を実施

・ 環境経営レポートの承認

・ 環境経営システムの構築、実施、管理。

・ 環境関連法規等のとりまとめ表を承認

・ 環境経営目標・環境経営計画を確認

・ 環境活動の取組結果を代表者へ報告

・ 環境経営レポートの確認

・ 環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・ 環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・ 環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・ 環境活動の実績集計

・ 経営における課題とチャンスの明確化

・ 環境関連の外部コミュニケーション

・ 環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・ 環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・ 環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・問題点の発見、是正、予防処置

・ 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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６．環境経営計画、環境経営目標の実績、
　　取組結果とその評価及び次年度の取組内容

1． 1.5%削減

257,464 273,584
kg-CO2 kg-CO2

1-1 1.5%削減

514,928 644,392

kWh kWh

1-2 1.5%削減

2,861 2818

L L

2． 1.5%削減

4,644 3,439

Ｋg Ｋg

3. 1.5%削減

314 345

/㎥ /㎥

0.25% 0.246%

◎ ：達成率100％以上

△ ：達成率100％未満

× ：達成率90％未満

自動車燃料使用量
の削減

廃棄物排出量の削減 ◎

△

◎4. 102%
製品の不良率低減

135%

水使用量の削減 91%

環境経営計画

取組結果とその評価　（2020年8月～2021年7月）

環境目標 実績
達成率
（％）

評価及び次年度の取組内容

二酸化炭素排出量
の削減

電力使用量の削減(1)

△

×

二酸化炭素排出量削減の未達。ただ
し、売上が対前年比で約46％アップし
ている。その中で二酸化炭素排出量は

対前年比で約7％アップであった。

次年度も今期の取組内容を継続

二酸化炭素排出量削減の未達。ただ
し、売上が対前年比で約46％アップし
ている。その中で電力使用量は対前年

比で約24％アップであった。

次年度も今期の取組内容を継続

廃油処理の多い製品の生産量減
少の為、産業廃棄物量の減少と

なった。

次年度も今期の取組内容を継続

不良率の低減は達成。さらなる低
減ができるように工程内の管理を

行う。

次年度も今期の取組内容を継続

94%

80%

◎102%

自動車の燃料使用量の削減。遠方
納入先への納品頻度が減少したた

め、削減に寄与した。

次年度も今期の取組内容を継続

2021年の前半より漏水が発生した
が、場所の特定に時間がかかって
しまった。５月に修繕工事終了し、

その後は良好である。

次年度も今期の取組内容を継続
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７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び
　　評価の結果、違反、訴訟等の有無

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

適用される事項（設備・物質等） 順守状況

廃棄物処理法 産業廃棄物・一般廃棄物 順法

フロン排出抑制法 産業用空調設備 順法

騒音・振動規制法 コンプレッサー 順法

環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局よりの違反等の指摘と苦情は

過去3年間ありません。

８．代表者による全体評価と見直し・指示の結果

本年度は、環境目標に対し「エネルギーの削減」は未達でした。未達の原因については、

生産数の増加によるもので、売上前年対比46％アップにより設備稼働時間が

前年より増加したためである。ただ、売上に対し二酸化炭素排出量、電力使用量は対前年比で

それぞれ約7％、約24％増加に留まっています。

省エネの意識・行動が着実に実践されている結果だと思う。

来年度も引き続き、全社員でさらなる削減を目指し取り組んでいきたい。

見直し項目 指示事項

① 環境経営目標 変更なし

② 環境経営方針及び環境経営計画 変更なし

③ 実施体制 変更なし

適用環境関連法規等
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